
白井 市 コミ ュ ニテ ィバ ス 運行 要 領  

 

１ 運 行目 的  

本 市 の 公 共 交 通 を 取 り 巻 く 社 会 情 勢 の 変 化 を 踏 ま え 、 目 指 す べ き

地 域 公 共 交 通 の 将 来 像 ・ 施 策 の 方 向 性 を 検 討 の 上 策 定 し た 「 白 井

市 地 域 公 共 交 通 計 画 」 に 基 づ い て 、 交 通 結 節 点 等 を 中 心 に 路 線 バ

ス を 補 完 し つ つ 市 内 拠 点 を 結 び な が ら 、 通 勤 ・ 通 学 の 移 動 を 担 う

と 共 に 、 市 街 化 区 域 内 の 交 通 空 白 地 に お け る 高 齢 者 等 の 外 出 機 会

を 確 保 す る た め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス を 運 行 し 、 移 動 の 利 便 性 及 び

市民 の 福祉 の 向上 を図 る 。  

 

２ 本 要領 に おけ る共 通 事項  

  本 要 領 に 記 載 し て い る 内 容 は 、 令 和 １ ０ 年 ８ 月 末 ま で の 現 行 ル ー

ト ・ ダ イ ヤ に基 づく 仮 定 の 事 項で ある 。  

新 規 ル ー ト ・ ダ イ ヤ に つ い て は 、 令 和 ９ 年 度 中 に 契 約 予 定 の 「（

仮 称 ） 市 街 化 区 域 を 主 対 象 と し た 最 適 交 通 モ ー ド 導 入 に 向 け た 調

査 ・ 計 画 業 務 委 託 」 で 計 画 し 、 白 井 市 地 域 公 共 交 通 活 性 化 協 議 会

及 び 市 民 等 か ら の 意 見 を 踏 ま え て 修 正 を 行 っ た 後 に 確 定 す る 予 定

で あ り 、 確 定後 に本 要 領 等 も 含め て変 更 契 約 を 行う もの と す る 。 

 

２ 厳 守事 項  

道 路 交 通 法 等 関 係 法 令 を 厳 守 し 、 交 通 弱 者 へ の 対 応 並 び に 交 通 に

起 因 す る 環 境 負 荷 の 低 減 を 図 る 等 、 公 共 交 通 機 関 と し て 安 全 か つ

快適 な 運行 に 最大 限努 力 する も のと する 。  

万 が 一 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 処 理 は 、 受 託 者 が 責 任 を も っ て  

行う も のと す る。  

 

３ 運 行日  

月曜 日 ～土 曜 日  

運休 日 ：日 曜 日・ 祝日 ・ 休日 ・ 年末 年始 12月 29日 ～1月3日  

 

４ 運 賃  

・運 賃 は、 乗 り切 り運 賃 制を 採 用し 、乗 車 １回 当 たり 目的 地 まで の  

均一 運 賃と す る。  

・高 校 生以 上 １５ ０円 、 中学 生 １０ ０円 、 小学 生 及び 障害 者 （付 添  



い介 護 人１ 名 含む ）５ ０ 円と す る。  

 ・ 回 数券 は 、受 託者 に おい て 必要 部数 を 作成 す るも のと す る。  

  回 数券 は 、車 内及 び 受託 者 にお いて 販 売す る もの とす る 。  

*一 般回 数 券   50円券 24枚 綴1， 000円  

*シ ルバ ー 回数 券  50円券 30枚 綴1， 000円  

・ ICカ ー ド（PASMO、SUICAなど ）で の 支払 い が対 応で き るも の  

とす る 。  

【特 例 】  

・白 井 市小 中 学校 に通 学 する た めに 購入 し た路 線 バス 定期 券 を提 示  

す る こ と で 、 当 該 学 校 の 通 学 の 際 に コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に 乗 車 で き

るも の とす る 。  

・平 塚 ・今 井 ・名 内地 区 から 第 二小 学校 へ の通 学 用に 白井 市 教育 委  

員 会 が 発 行 す る 通 学 乗 車 証 を 提 示 す る こ と で コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に

乗車 で きる も のと する 。  

・ 通 学 乗 車 証 は 、 記 載 さ れ て い る 区 間 及 び 発 行 期 間 に 限 り 乗 車 で き 、  

乗車 証 記載 事 項以 外は 運 賃を 徴 収す るも の とす る 。  

 

５ 乗 り継 ぎ 券  

・ 乗 り 継 ぎ 券 は 、 受 託 者 と 協 議 の 上 、 必 要 部 数 作 成 す る も の と す る 。

な お 、 作 成 し た 乗 り 継 ぎ 券 は 受 託 者 に お い て 適 正 に 管 理 し 、 契 約

期間 終 了後 は 速や かに 、 市へ 引 き渡 すも の とす る 。  

・乗 り 継ぎ 券 は， 発行 か ら３ 時 間以 内の み 有効 と し、 発行 を 受け た  

本人 の み利 用 でき るも の とす る 。な お、 再 発行 及 び払 い戻 し は行  

わな い 。  

・ 利 用 者 が 他 の ル ー ト へ の 乗 り 継 ぎ の 旨 を 乗 務 員 に 申 し 出 た と き は 、  

乗 り 継 ぎ 券 に 発 行 日 時 を 記 入 し て 、 利 用 者 に 発 行 す る も の と す る 。 

・乗 り 継ぎ 券 の提 示を 受 けた 乗 務員 は、 乗 り継 ぎ 券の 発行 日 時か ら  

乗り 継 ぎ可 能 であ るか 確 認し 、 乗り 継ぎ を 認め る もの とす る 。  

・ 乗 り 継 ぎ 停 留 所 は 、 市 役 所 ・ 白 井 駅 北 口 ・ 白 井 駅 南 口 及 び 西 白 井

駅と す る。  

 

６ 車 両  

  使 用 す る 車 両 は 、 令 和 １ ０ 年 ９ 月 1日 か ら 運 行 が 可 能 な よ う に 受

託 者 が 新 た に 手 配 す る も の と す る 。 手 配 す る 車 両 は 、 別 添 「 車 両

仕 様 書 」 の と お り と し 、 デ ザ イ ン は 別 添 「 車 両 デ ザ イ ン 図 」 の と



おり と する 。  

  な お 、 車 両 の メ ン テ ナ ン ス ・ 修 繕 等 は 、 受 託 者 が 行 う も の と す る 。  

 

７ 委 託料 及 び支 払方 法  

・委 託 料は 委 託料 の総 額 を1日 当た り に按 分 し、 各 月ご とに 運 行日  

数に 応 じた 月 別の 委託 料 を積 算 する 。月 ご との 委 託料 から 、 当月  

の実 運 賃収 入 額を 差し 引 いた 額 を委 託料 と して 支 払う 。  

・委 託 料に つ いて は、 翌 月１ ０ 日ま でに 、 当月 分 の利 用報 告 書及 び  

収入 月 報を 添 えて 市に 請 求す る もの とす る 。  

 

８ 運 行ル ー ト  

 運 行 ル ー ト は 以 下 の 通 り と す る 。 な お 、 受 託 者 は 以 下 の ル ー ト を

運 行 す る 際 に 必 要 な 手 続 き 等 を 、 運 行 開 始 ま で に 関 係 機 関 へ 申 請

し、 運 行業 務 に支 障を き たさ な いよ う、 対 応を 行 うも のと す る。  

（１ ） 西 ルー ト (市 役 所 ～ (七 次 台・ 西 白 井 ・ 大 松 地 区経 由 )～ 西 白 井駅 ) 

 ・ 市 役所 ⇔ 西白 井駅 間 の運 行 ルー トと す る。  

 ・ 主 要運 行 先  

  白 井 駅 北 口 、 七 次 台 小 学 校 、 さ わ や か プ ラ ザ 軽 井 沢 、 西 白 井 コ ミ

ュニ テ ィプ ラ ザな ど  

（２ ） 東ル ー ト（ 市役 所 ～（ 南 山・ 神々 廻 地区 経 由） ～  千葉 ニ ュー  

タウ ン 中央 駅 北口 ）  

・千 葉 ニュ ー タウ ン中 央 駅北 口 ⇔市 役所 間 の運 行 ルー トと す る。  

・主 要 運行 先  

福 祉 セ ン タ ー 、 白 井 運 動 公 園 、 白 井 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、 第 一

小学 校 、白 井 駅南 口な ど  

（３ ） 南ル ー ト(市 役所 ～(池 の上 ・ 堀 込・ 冨 士地 区 経由 )～西 白 井駅 ) 

・市 役 所⇔ 西 白井 駅間 の 運行 ル ート とす る 。  

 ・ 主 要運 行 先  

  白 井駅 南 口、 池の 上 小学 校 、北 総白 井 病院 入 口、 冨士 セ ンタ ー など  

（４ ） 北ル ー ト（ 市役 所 ～今 井 ・平 塚地 区 経由 あ るい は工 業 団地 経 由～  

千葉 ニ ュー タ ウン 中央 駅 北口 ）  

・ 市 役 所 ⇔ 千 葉 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 駅 北 口 の 運 行 ル ー ト を 時 刻 に 応 じ 、  

 今 井 ・平 塚 地区 経由 、 工業 団 地経 由の ル ート で 運行 する 。  

 ・ 主 要運 行 先  

  白 井駅 北 口、 西白 井 駅、 第 二小 学校 、（ 公 民セ ン タ ー・ 今 井青 年  



館・ 延 命寺 ）（ 第 一 工業 団 地・ 第 二工 業団 地）、 福祉 セ ン ター 、 桜  

台セ ン ター な ど  

 

９ 運 行回 数  

各ル ー トに お いて 、運 行 する 回 数は 別添 『 時刻 表 』の とお り とす  

る。  

 

１０  運行 時 間帯  

始発 ６ 時５ ０ 分、 終着 ２ ０時 以 内の 時間 と する 。  

 

１１  乗務 員 の休 憩場 所 及び ICカ ー ドの 取 扱い  

・乗 務 員は 、 市役 所東 庁 舎地 下 休憩 室を 休 憩場 所 とし て使 用 する こ  

とが で きる も のと する 。  

・受 託 者は 地 下休 憩室 を 利用 す る際 に必 要 なICカ ー ド を、 借 用書 を  

提出 し て受 け 取る もの と する 。 また 、委 託 期間 の 満了 日に は ＩＣ  

カー ド を市 へ 返納 する 。  

・な お 、当 該 委託 期間 後 、引 き 続き 当該 業 務を 受 託す るこ と とな っ  

た場 合 は、 当 該委 託期 間 の満 了 日に ICカ ード の 返納 が あ った も の  

とみ な す。  

・必 要 なICカ ー ド は、 厳 重に 管 理す るも の とし 、 紛失 した 場 合に は  

直ち に 市へ 報 告す るこ と とす る 。  

・地 下 休憩 室 内は 衛生 状 態を 適 正に 保つ こ とと す る。  

・地 下 休憩 室 を使 用で き る時 間 帯は 、以 下 のと お りと する 。  

 平 日 ：８ 時 ３０ 分か ら １８ 時  

 土 曜 ：８ 時 ３０ 分か ら １７ 時  

・な お 、上 記 の時 間帯 以 降に 運 転手 が休 憩 する 必 要が ある 場 合に は  

土曜 日 に限 り 以下 の場 所 を使 用 する こと が でき る 。  

   〇保 健 福祉 セン タ ー（ ウ エル ぷら っ と）  ３階  相 談 スペ ー ス  

 

１２  予備 車 両の 確保  

・ 受 託 者 は 、 車 両 の 故 障 ・ 車 検 等 に よ り 市 が 指 定 す る バ ス を 運 行 日

に 使 用 で き な い 場 合 は 、 予 備 車 両 と し て 同 等 （ デ ザ イ ン を 除 く ）

のバ ス で運 行 を確 保す る もの と する 。  

 な お 、 運 行 中 に 発 生 し た 事 故 ・ 故 障 等 の 緊 急 時 の 際 に は 、 直 ち に

予備 車 両で 対 応す るも の とす る 。  



・ 予 備 車 両 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と 同 等 の 低 床 車 両 で 運 賃 箱 、 降 車

ボタ ン 、行 先 表示 装置 及 び車 内 放送 装置 を 備え た 車両 とす る 。  

・ 予 備 車 両 を 使 用 す る 際 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と 判 別 出 来 る よ う 受

託者 に てヘ ッ ドマ ーク 等 の表 示 板を 作成 し 表示 す るこ と。  

 

１３  利用 状 況等 の報 告  

・ 受 託 者 は 、 各 ル ー ト 、 各 便 、 停 留 所 毎 の 乗 降 客 数 を 調 査 し 、 毎 月

１０ 日 まで に 前月 分を 市 に報 告 する もの と する 。  

・ 自 動 車 の 検 査 を 受 け た 場 合 は 、 自 動 車 検 査 証 及 び 定 期 点 検 整 備 記

録 簿 の 写 し を 、 当 該 検 査 実 施 後 速 や か に 市 に 提 出 す る も の と す る 。 

 

１４  コミ ュ ニテ ィバ ス 車内 で の忘 れ物  

受 託 者 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 車 内 に 忘 れ 物 を 発 見 し た 時 は 、 受 託

者 の 営 業 所 で 預 か り 、 一 定 期 間 持 ち 主 が 現 れ な い 場 合 は 、 印 西 警

察署 に 届け 出 るも のと す る。  

 

１５  回数 券 の払 い戻 し  

  受 託者 は 、利 用者 か らの コ ミュ ニテ ィ バス の 回数 券の 払 い戻 し 業  

務 を 自 社 の 営 業 所 等 で 受 付 で き る よ う 、 体 制 を 整 え る も の と す る 。 

 

１６  管理 体 制  

 ・ 受 託 者 は 令 和 １ ０ 年 ９ 月 1日 か ら 滞 り な く 運 行 で き る よ う 、 事 前

  の ル ー ト の 下 見 や 、 ダ イ ヤ の 確 認 な ど 運 行 に 必 要 な 体 制 の 整 備 及

  び 乗務 員 への 教習 に つい て 徹底 する も のと す る。  

 ・ 受 託者 は 、交 通安 全 に万 全 を期 し、 乗 務員 に 必要 な交 通 安全 教 育  

等を 徹 底す る もの とす る 。  

 ・ 受 託 者 は 、 心 身 に 異 常 の あ る 者 に つ い て 乗 務 さ せ な い も の と す る 。  

 ・ 運 転中 に 事故 が発 生 した 場 合は 、受 託 者は 直 ちに 事故 の 詳細 を 委  

託者 に 報告 す ると とも に 、速 や かに 事故 処 理の 対 応を 行う も のと  

する 。  

 ・ 運 転中 の 事故 等に よ る損 害 又は 障が い 等に 対 する 賠償 は 、受 託 者  

がそ の 責を 負 うも のと す る。  

 ・ 天 災そ の 他や むを 得 ない 事 由に より 、 運行 の 変更 又は 中 止を す る  

場合 は 、速 や かに 委託 者 に報 告 する もの と する 。  

 



１７  バス ロ ケー ショ ン シス テ ム  

・発 注 者が 指 定す るバ ス ロケ ー ショ ンシ ス テム 運 用業 者（ 以 下、「運  

用業 者 」と い う。） から 提 供さ れ る操 作マ ニ ュア ル 等に 従い 、 運行  

ごと に 必要 に 応じ てバ ス ロケ ー ショ ンシ ス テム の 起動 等の 必 要な 作  

業を 行 うこ と 。  

・ バ ス ロ ケ ー シ ョ ン シ ス テ ム の 運 用 に あ た り 問 題 が 発 生 し た 場 合 に は 、

発 注 者 に 連 絡 す る こ と 。 た だ し 、 当 該 問 題 に よ り バ ス の 運 行 に 支 障

が 生 じ る 場 合 に は 、 運 用 業 者 と 直 接 連 絡 を と り 、 適 切 に 問 題 に 対 処

する こ と。 ま た、 その 際 は必 ず 発注 者に 報 告す る こと 。  

・ 故 障 等 の ト ラ ブ ル に つ い て は 、 発 注 者 と 運 用 業 者 と の 契 約 に 基 づ き

対 応 す る も の と す る 。 な お 、 受 注 者 側 で の 故 意 ま た は 過 失 に よ る 故

障、 破 損に つ いて は、 都 度協 議 する もの と する 。  

 

１８  その 他  

 こ の 運行 要 領に 定め の ない 事 項に つい て は、 必 要に 応じ て 市と 受  

託者 が 協議 し て定 める 。  

 











 

 

 

 

 

 

   



車両型式

日野 2DG-HX9JLCE（日野ポンチョロングボデー）

シートアレンジ

乗車定員36人（座席11＋立席24＋乗務員１）

装備品

標準品 オプション選択品

標準仕様

５速AT

エアサス

アイドリングストップシステム

その他

スピードメータータコグラフ 140km/hメータ 標準品 ＋ チャート紙式タコグラフ

フィラーキャップ取手 標準品 ＋ キー付き

給油口外周SUS材 横開式 標準品 ＋ 外周ステンレス巻

乗客降車合図装置 オプション選択品

後退・右左折警報装置 後退ブザー 標準品 ＋ 左折アラーム

つり革 オプション選択品

シートスタンションパイプ オプション選択品

左折ミラー増設 標準品 

アンダーミラー増設 オプション品

運賃箱（ICカード対応） ICカード（PASMO・SUICA対応）

運賃表示器 停留所名表示・運賃表示対応

ICカードリーダー関連配線

路線図枠 オプション選択品

広告枠 オプション選択品

吊下広告挟み オプション選択品

乗客向表示 オプション選択品

ダイヤ表差し オプション選択品

運転席サンバイザー 標準品（前） + オプション選択品（横）

運転席測窓サンバイザー 標準品（前） + オプション選択品（横）

運転席荷物棚 オプション選択品

後方確認装置

バックアイ オプション選択品

室内バックミラー オプション選択品

デジタル行先表示器 オプション選択品

前面表示器本体

側面表示器本体

後面表示器本体

行先表示器操作板

バスジャック警告灯

乗降中表示灯

ワンマン音声合成放送装置一式 オプション選択品

本体

操作器

系統設定器

雑音防止器

ケーブル

制御ボックス

室外スピーカー

室内スピーカー

マイクジャック

マイク

マイク掛け

インターホンセット オプション選択品

デザイン

※なお、装備品及びデザインの詳細については、別途協議するものとする

別添デザイン図のとおり、現在のコミュニティバスのデザインを基調とする。




